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石
綿
健
康
被
害
救
済
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
八
月
三
十
日
法
律
第
一
〇
四

号
。
以
下
「
平
成
二
十
三
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
約
四
年
が
経
過
し
、
附
則
に
基
づ
く
五
年
以
内
の
見

直
し
期
限
が
迫
っ
て
い
る
。
昨
年
十
月
に
は
、
大
阪
・
泉
南
ア
ス
ベ
ス
ト
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
い
て
、
国
の
規
制
権
限
不

行
使
の
責
任
を
認
め
た
最
高
裁
判
決
が
下
さ
れ
る
な
ど
、
石
綿
健
康
被
害
救
済
対
策
等
を
巡
る
状
況
に
も
変
化
が
あ
る
。
一

方
、
環
境
省
は
「
石
綿
健
康
リ
ス
ク
調
査
」
を
昨
年
度
で
終
了
し
、
今
年
度
か
ら
は
「
石
綿
ば
く
露
者
の
健
康
管
理
に
係
る
試

行
調
査
」
を
行
う
予
定
と
し
て
い
る
が
、
患
者
・
住
民
ら
か
ら
、
費
用
負
担
を
含
め
た
国
の
関
与
及
び
検
診
内
容
等
の
後
退
を

懸
念
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
救
済
及
び
防
止
対
策
関
係

�

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
に
お
け
る
国
の
責
任
の
所
在
に
つ
い
て
の
政
府
の
基
本
的
な
考
え
方
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

労
働
者
、
そ
の
家
族
及
び
工
場
周
辺
住
民
等
を
含
め
た
包
括
的
な
石
綿
健
康
被
害
の
実
態
把
握
の
た
め
の
健
康
調
査
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

震
災
時
に
倒
壊
し
た
建
物
や
復
旧
工
事
の
際
に
大
量
に
飛
散
す
る
可
能
性
の
あ
る
石
綿
粉
じ
ん
に
よ
る
地
域
住
民
、
労

一



働
者
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
へ
の
ば
く
露
を
防
止
す
る
た
め
政
府
が
行
っ
て
い
る
具
体
的
措
置
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
関
係

�

指
定
疾
病
の
拡
大
や
補
償
給
付
額
の
増
額
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

平
成
二
十
三
年
改
正
法
に
お
い
て
は
、
改
正
法
施
行
後
五
年
以
内
に
、
「
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の

結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
見
直
し
を
行
う
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
具
体
的
な
検
討
状
況
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。

�

政
府
内
に
お
け
る
平
成
二
十
三
年
改
正
法
の
見
直
し
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
患
者
及
び
そ
の
関
係
者
等
を
代
表
す
る
者

を
見
直
し
作
業
に
参
加
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

石
綿
健
康
被
害
に
つ
い
て
、
工
場
周
辺
住
民
、
労
働
者
及
び
そ
の
家
族
等
に
対
す
る
総
合
的
な
支
援
策
の
検
討
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

石
綿
ば
く
露
者
の
健
康
管
理
に
係
る
試
行
調
査
関
係

�

肺
が
ん
検
診
等
の
既
存
検
診
の
活
用
に
伴
い
、
患
者
に
対
し
新
た
に
自
己
負
担
が
課
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

懸
念
が
あ
る
。
試
行
調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
患
者
の
自
己
負
担
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
国
に
お
い
て
措
置
す

二



べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

石
綿
ば
く
露
の
評
価
に
お
い
て
は
、
胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査
の
活
用
が
胸
膜
プ
ラ
ー
ク
等
の
確
認
に
極
め
て
有
用
で
あ
る
。
試

行
調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査
に
つ
い
て
の
使
用
制
限
を
設
け
る
こ
と
な
く
、
各
自
治
体
に
よ
り
胸
部

Ｃ
Ｔ
検
査
に
係
る
対
応
に
格
差
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

�

胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査
等
の
画
像
読
影
の
結
果
、
石
綿
関
連
疾
患
で
あ
る
と
疑
わ
れ
、
病
理
組
織
診
断
等
の
精
密
検
査
を
実
施

す
る
場
合
、
自
己
負
担
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
国
に
お
い
て
措
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。

�

試
行
調
査
は
、
石
綿
健
康
被
害
の
広
が
り
を
考
慮
す
れ
ば
対
象
地
域
を
幅
広
く
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
対
象
地

域
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
選
定
し
、
今
後
、
対
象
地
域
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
自
治
体
に
は
、
ど
の
よ
う
な

手
続
が
求
め
ら
れ
る
の
か
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

患
者
、
住
民
及
び
多
く
の
自
治
体
か
ら
も
、
恒
久
的
な
健
康
管
理
制
度
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
試
行

調
査
が
、
「
石
綿
検
診
（
仮
称
）
の
実
施
を
見
据
え
た
モ
デ
ル
事
業
」
と
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

三



「
恒
常
的
な
石
綿
検
診
（
仮
称
）
」
の
制
度
化
に
向
け
た
展
望
及
び
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

「
恒
常
的
な
石
綿
検
診
（
仮
称
）
」
の
制
度
化
に
当
た
っ
て
は
、
費
用
負
担
を
含
め
た
国
の
関
与
及
び
検
診
等
の
内
容

を
従
来
の
健
康
リ
ス
ク
調
査
よ
り
後
退
さ
せ
な
い
こ
と
が
最
低
限
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。

右
質
問
す
る
。

四


